
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （今後の経営改革の方向性等）

団体名 事業名 公営企業の名称

佐川町 水道事業 佐川町水道事業

抜本的な改革の取組状況 現行の経営
体制を継続事業廃止

民営化・
民間譲渡

地方独立
行政法人化

広域化・
広域連携

PFI
指定管理者
制度

包括的
民間委託

人員的な余裕、必要な知見及びノウハウの不足等により、抜本的改革の実施の検討ができていな
いため。

人口減少、施設の老朽化等、厳しい経営環境ではあるが、住民サービスを
維持するための必要な目標を設定し、施設のダウンサイジングを含めた投
資の合理化を図る。

○

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成28年3月31日現在）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


